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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15 年５月 16 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正
いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成16 年３月期中間業績予想数値の修正（平成15 年４月１日 ～ 平成 15 年９月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 8,100 390 240 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 7,991 258 176 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 108 △ 131 △ 63 

増 減 率            （％） △ 1.3％ △ 33.6％ △ 26.4％ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年３月中間期） 

8,788 614 353 

 
２．平成16 年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成15 年４月１日 ～ 平成 15 年９月30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 8,500 395 250 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 8,491 297 200 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △  8 △ 97 △ 49 

増 減 率            （％） △ 0.1％ △ 24.8％ △ 19.8％ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年３月中間期） 

9,203 604 333 

 



 

３．平成16 年３月期通期業績予想数値の修正（平成15 年４月１日 ～ 平成 16 年３月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 17,700 1,300 750 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 18,200 1,100 650 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 500 △ 200 △ 100 

増 減 率            （％） 2.8％ △ 15.4％ △ 13.3％ 

（ご参考） 
前期実績（平成 1 5 年３月期） 

18,087 1,067 613 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）41 円 91 銭 

 
４．平成16 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成15 年４月１日 ～ 平成 16 年３月31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 18,580 1,340 820 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 19,000 1,150 710 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 420 △ 190 △ 110 

増 減 率            （％） 2.3％ △ 14.2％ △ 13.4％ 

（ご参考） 
前期実績（平成 1 5 年３月期） 

18,886 1,037 560 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）45 円 80 銭 

 

５．修正の理由 

 <単独中間業績予想> 

単独中間業績予想につきましては、画像処理検査装置分野などエレクトロニクス関連事業の販売状況は堅

調に推移した一方、オフィス家具、エクステリア製品などＯＥＭ事業の受注が大きく減少しました。ＯＥ

Ｍ事業においては受注の減少に対応すべく積極的なコストダウンに努めたものの、受注減少の影響を吸収

するには至らず、経常利益は258 百万円と前回発表予想を下回る見込みであります。 

 <連結中間業績予想> 

連結中間業績予想につきましては、連結子会社の業績は当初見通し以上に推移したものの、上記単独中間

業績の影響により、修正を行うものであります。 

 <単独通期・連結通期業績予想> 

通期業績予想につきましては、画像処理検査装置分野などエレクトロニクス関連事業の受注状況は好調に

推移しているものの、ＯＥＭ事業では下半期においても中間期と同様に厳しい事業環境の推移が予想され

るため、上記のとおり業績予想の修正を行うものであります。 

 

 

（注）業績見通しにつきましては、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリスク

や不確実性が含まれております。従いまして、実際の業績は様々な要因により、これらの業績予想と

は異なることがありますことをご承知おきください。 

以  上 


